
 改めまして，皆さま新年あけましておめでとうございます．旧年中は大変お世話にな

り，深くお礼申し上げます．引き続き，平成28年も宜しくお願い致します．
 平成27年度は，平成24～26年度と継続した比較的潤沢な建設投資(平成25年度：7
年ぶりに建設投資額が 50 兆円超)が一息ついて，「再びの減少傾向(?)」に転じた建設投
資額で推移しています(http://www.shinko-web.jp/economic/000805.html,H28.1.27)．
特に，ここ数年，顕著であった地方自治体の農林水産系事務所から発注されている「た

め池耐震点検業務」は，点検対象の全国102,500ヶ所のため池の内，90%程度の89,500
ヶ所で既に耐震点検が終了しているとのことです(H28.1.26，読売新聞掲載)．
 一方，全地連が報告している平成27年度の上期事業量(150社)は，地域別発注動向(図-1.1)によりますと，中
部地域においては，前年度対比でみると，件数比82.0%，金額比86.4%(H26/H25では件数比=79.2%，金額比
=97.5%)となり，前年と比較して，金額的に14%程度縮減された発注がなされているとみられます．
 このような状況で，当組合の今期の地盤材料試験の完成額の推移は，創設史上最高額となった平成 25 年度
には大きく及ばないものの，年度計画値を少し超過した事業量で推移しているといえます．この第一要因は，

組合員・準組合員の皆様方からの，当組合の主たる事業であります地盤材料試験を多くご発注して頂いている

賜と，例年にも増して惜しみない協力をいただきました全職員の努力の結集と思います．皆様方に，深くお礼

を申し上げます．

一方，共同購買事業の売上につきましては，全ての市場環境を反映したものではありませんが，前年度比97%
程度で進行していることも考えますと，現段階で年度計画の達成は可能と考えています．残りました 4/4四半
期を皆様方と手に手を取って，計画達成に向けて，前に進んでいきたいと考えています．

 毎日のニュースにて報告されていますように，世界経済の動向は，資源安を主因とします中東産油国の景気

減速，中国経済に対する不安感，ヨーロッパにおける金融緩和の継続，さらにアメリカにおける次の金融政策，

秋の大統領選挙などにより大きく変動しそうな波乱を包含しているように見えます．これらに対して，我が国

では，TPPの合意，円安の進行，それにもかかわらず資源安の継続などにより，企業は比較的堅調に推移して
いるとみられています．

 しかしながら，年末か

ら世間を騒がせている

マンションの地盤問題，

廃棄食品の横流し，少し

前の耐震構造計算書偽

造問題など多くの「倫理」

問題がクローズアップ

されています．

私たちも，今一度，「高

い志を有して，日常業務

に取り組む」ことを新年

早々の「締めの言葉」と

したいと思います．

今年も何卒，宜しくお

願いします．

       No.145 2016年 ２ 月 

１．年頭所感 代表理事 坪田邦治 

図-1.1 地域別発注動向(H27年度，H26年度，H25年度上期事業) 

（データ元：全地連，地質と調査 2015年第3号(通巻144号，p.77)）
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２．三重大学工学部建築学科3年生による地盤材料試験の見学(引率 花里利一教授) 
(1) 見学会概要
 ・開催日：平成28年1月18日(月) 10:40～12:05 
 ・参加者：花里利一教授，学部生(3回生21名)=22名 (今回は1班のみで開催) 
 ・時間配分：下記の予定表で実施 (今回は繁忙期であったことから職員代表による解説を実施) 

(2) 見学会開催状況

地盤材料試験　見学スケジュール　　　（平成28年1月18日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重大学工学部建築学科（花里教授）

10：40～11:05 坪田 邦治

10:40 － 11:05

開始 終了 A　班　見学内容 説明者

●物理試験，抜出し

●圧密（11:20-11:25）

●材料・岩石試験

　・締固め・CBR・岩石試験

●液状化試験

　・試験の方法・結果の概要

●動的変形試験

　・試験の方法・結果の概要

●力学試験

　・一軸圧縮，三軸圧縮試験の概要

土質試験全体講習（ビデオ講習）＋その適用(建築用地盤調査)

10:40～12:05　地　盤　材　料　試　験　編　見　学

終了挨拶（12:05）

　  ・試料抜出し
　　・土粒子密度，含水比，粒度・液性塑性限界

加藤 雅也

久保 裕一

11:50 － 12:00

11:35 － 11:50

11:25 － 11:35

11:10 － 11:25

試 験 編 挨 拶

(ビデオ研修：最初に全体的に概要を把握)            (粒度(ふるい)試験の見学・解説) 

(圧密試験の見学・解説研修)                  (動的試験の見学・解説) 
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3．全地連「技術フォーラム2015」名古屋における”地盤材料試験”セッションの再考

注）氏名の前のNo.は論文番号
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注）氏名の前のNo.は論文番号
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(注：当組合の職員で，別セッション発表の論文も併記しておきました．軟弱地盤セッションも有用です．)

注）氏名の前のNo.は論文番号
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4．分  易 地盤材料試験 解説        (その 3) 

●No.6 一軸圧縮試験 (作成 松村竜樹)

●No.5 湿潤密度試験 (作成 松村竜樹)
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５．社会資本整備 貢献  各種 地盤材料試験
 このたび，愛知県中小企業団体中央会が発行している機関誌「中央会あいち」の巻頭言 Voiceに投稿す
る機会がありました．各種事業に携わっておられる幅広い協同組合の皆様方に配布されることから，私ど

もの業務を理解して頂くために，一通りのことを記載しても1頁で表現することは困難だと考えました．
 そこで，今までの Voice から顧みますと，異例ではありましたが「解説図を入れても良いか」との要
請に，ご担当の方から快く了解して頂けました．このことから，当組合のパンフレットよりポイントをサ

ンプリング・加筆・修正し，下記のような解説図を挿入いたしました(発行は，平成28年2月号)．という
ことで，ニュースレターにもこの解説図だけ挿入しましたので，皆様方にご参考になれば幸いです．

（組合パンフレットから引用した“私たちの生活環境と深く関わる地盤材料試験の紹介”) 

●事務局より，第 37回通常総会 開催日程のお知らせ 

 ・開催日時：平成 28年 5月 24日(木)15:00～17:00 
 ・会  場：名古屋ガーデンパレスホテル （右写真参照）

・住  所：名古屋市中区錦 3丁目 11-13 
・T E L ：052-957-1022(代) 
 ・懇 親 会 ：通常総会終了後，17:15開始予定

多くの組合員様(通常総会から)・準組合員様（懇親会から）
のご参加をお待ちしています． 詳細は後日ご案内いたします．

●閑日茶話:ジオ・ラボ中部近傍の小幡緑地の“マメナシ”と“まがも”の紹介 

 “マメナシ”は，東海地方だけに自生しており， 

総個体数は 460程度と考えられている． 
また，環境省のレッドリストで，“絶滅危惧 

 (IB類)”の指定を受けている植物． 
「氷河期の遺存植物」でもあり，最終氷期 

(1.8万年前)以後，日本の気候に順応して 
生き残っていることで「遺存」と呼ばれ 

ているとのこと．このすぐ傍の緑ヶ池には， 

“まがも”がゆったりと泳いだり，寝てい 

たりします(朝の散策時の撮影)． (参考元：https://ja. wikipedia.org/) 

冬のマメナシ 

(果実は黄褐色のφ=1cm程 

度の小さくて，渋い） 

(人懐こくて寄ってくる“まがも”) 

ZZZ…
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６．土木工学・土木技術 － civil engineering － について一考する 

平成27年度 設備投資(3連式変水位・定水位透水試験機)

苅部 直による「市民のための建設事業」の紹介

このところ世間を騒がせている土木・建築業界であるが，「土木工学」あるいは「土木技術」の言葉は，英

語の civil engineeringの翻訳である．もともとは1873年に工部省工学寮で「土木学」が開講され，それを
引き継いで4年後に開校した工部大学校(1886年，帝国大学工科大学(工学部))に「土木工学科」ができて以
来，用いられてきた．

「土木」はもともと中国古典に由来する言葉で，それ自体ですでに建物や道路などの工事を意味する．「技

術」や「工学」を加えて訳語を作ったのは，他分野と形をそろえるための蛇足かもしれない．

日本のこの分野の学会もまた，すでに100年をこえる歴史をもっているが，その名は単に「土木学会」で
ある．しかしこの原語に，市民社会(civil society)と同じ civilの語が入っているのは，少々意外に思えるかも
しれない．西欧の歴史において土木技術は，城塞や軍事道路の建造のために発達してきた．これに対し英国

では18世紀後半から，一般の人々が利用する運河・道路・橋などの建設技術が発展を始める．それを従来の
軍事技術(military engineering)と区別して，civil engineeringと呼んだのであった．
実は civilという言葉の日本語への翻訳は，厄介な問題を含んでいる．市民社会(civil society)や内乱(civil 

war)と言えば，市民たちの全体，もしくはその社会の内側の全領域に関わっていることを示す．反対に市民
的権利(civil rights)は，個人がそれぞれに主張しうる人権のことである．
個人のあいだの契約などに関する法律が民事法(civil law)と呼ばれるように，個人と個人とが水平的にとり
むすぶ関係が，国家による支配作用から自立して存在している．そうした秩序像が，少なくとも近代の civil
という言葉には反映しているのである．軍事と区別して，一般の市民生活のための工事を呼ぶのに用いたの

も，この論理の延長線上にあるように思える．

こうした，国家権力から自立した市民どうしの秩序というイメージは，日本の伝統思想には存在しないし，

現代でも広く共有されているかどうか疑わしい．強引な想像だが，もし civil engineering が「市民技術」な
どと訳されていれば，その後の歴史はどうなっていただろうか．

(苅部 直：東京大教授) - 読売新聞 平成27年11月2日掲載を引用・一部追記－

URL：http://www.geolabo-chubu.com/ 

愛知県15社,三重県2社,静岡県1社（五十音別）

㈱ ア オ イ テ ッ ク 青 葉 工 業 ㈱ ㈱ ア ク ア テ ル ス 川 崎 地 質 ㈱

基礎地盤コンサル タン ツ㈱ ㈱ キ ン キ 地 質 セ ン タ － サ ン コ － コ ンサル タン ト㈱ ㈱ ダ イ ヤ コ ン サ ル タ ン ト

玉野総合 コン サル タン ト㈱ 中 央 開 発 ㈱ ㈱ 東 建 ジ オ テ ッ ク 東 邦 地 水 ㈱

㈱ 中 日 本 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 日 さ く 日 特 建 設 ㈱ 冨 士 開 発 ㈱

松 阪 鑿 泉 ㈱ 明 治 コ ン サ ル タ ン ト ㈱

準組合員15社 愛知県11社,三重県1社,岐阜県1社,静岡県2社（五十音別）

㈱朝日土質設計コンサルタント 応 用 地 質 ㈱ 協 和 地 研 ㈱ 興 亜 開 発 ㈱

㈱シマダ技術コ ンサルタント ㈱地圏総 合コ ンサ ルタ ント ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング ㈱ 大 和 地 質

㈱中部ウエルボー リング社 ㈱ 東 海 環 境 エ ン ジ ニ ア 東 海 ジ オ テ ッ ク ㈱ ㈱ 東 京 ソ イ ル リ サ ー チ

日 本 物 理 探 鑛 ㈱ ㈱ フ ジ ヤ マ ㈱ ヨ コ タ テ ッ ク

組合員18社

中部地域に貢献するジオ・ラボ中部を構成する組合員・準組合員

ジオ・ラボ中部は，常に最新の技術や機器をそろえ，さらなる発展を目指して，たゆまぬ努力を続けてまいります． 

中部土質試験協同組合 

理事長 坪田 邦治 技術顧問 植下協(名大名誉教授)

中部地域の皆様に貢献しています． 

中部土質試験協同組合

- 8 -


